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～ロータリーを楽しもう～ 
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今後の予定 
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不易流行 ～永続と変革～ 

ガバナー   灘 谷 和 德 

 クラブ方針 

 

 

ＲＩ会長   
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【筥崎宮 冬牡丹 撮影：天野 繁君】 

 

 

定例理事会議事録報告           

１． 新会員候補 鹿島脩一氏入会の件  承認 

入会式：２月４日 委員会：ＳＡＡ 

サポーター：浦田秀徳君  

２． 次年度地区委員推薦の件      承認 

今村次美君 米山記念奨学委員 

  〃   ロータリーフェローズ2700委員 

３． グローバル補助金 選考委員会の件 承認 

浦田秀徳君・川添廣志君・牧田 隆君 

４． 安東俊夫君休会願の件 

２月１日～３月末まで       承認 
 

定例理事会および次年度理事会開催のお知らせ            
２月４日（火）例会終了後行います。 
 

例会変更のお知らせ            
小郡ＲＣ ２月３日（月）ＩＭ開催のため  
 

会 務 報 告 

四つのテスト ◎真実かどうか ◎みんなに公平か ◎好意と友情を深めるか ◎みんなのためになるかどうか 

 

 
 クラブ奉仕委員会                

           

本日の例会 職場訪問例会            

キャタピラー九州(株) 

＜プログラム＞ 

１． 点鐘 ２．ロータリーソング  

２． ４つのテスト唱和 ４．会長挨拶 

５．委員会報告 ６．点鐘 ７．見学 
 

＜ロータリーソング ～奉仕の理想～＞ 

奉仕の理想に集いし友よ 御国に捧げん 

我等の生業 望むは世界の久遠の平和 

めぐる歯車いや輝きて 永久に栄えよ 

我等のロータリー ロータリー 
 

次週の例会 クラブ協議会  

インターシティ・ミーティング報告 

入会式   鹿島脩一君 

委 員 会 報 告 

 18 日（火)  

☆☆    職 業 奉 仕 月 間    ☆☆ 

卓話 （国際奉仕） 

 1 月 28 日（火) 

クラブ協議会（ＩＭ報告）・理事会 
 

休会 （定款第８条第１節Ｃ） 
 

 11 日（火・祝)  

職場訪問例会 
 

 2 月 4 日（火) 



前回の例会記録 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

原口昌夫君  
  

 
 

 
 

 

 

 

 クラブ奉仕委員会 

 

 

 
 

「奉仕の理想」 

塩月啓司ソングリーダー 
 

 

 

 
 

 
 

 

  

 
 

 

 
ロータリーソング 

 
委 員 会 報 告 

   

☆鳥栖「くすり博物館」訪問のはなし 

 職業人の集まりとロータリーの奉仕

について 
 

 
 

 

 
  会 長 挨 拶 

 
 

卓話講師  

２７００地区職業奉仕委員 柴田嘉和様 

 
ゲストビジター紹介 

   

   

 
 
 

新会員：満永淳子君  

推薦者：福田隆一君 吉田知子君 
 

ご入会おめでとうございます！ 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

  

 
 

 

  入 会 式 

 

 

  
 

☆ロータリーの友１月号紹介 

 

 
 

☆４月１０日（金）地区大会ゴルフコンペ協力のお願い 

 

 
 
 

☆職場訪問例会について 
 

 

 

 
会報広報委員会 

 
地区大会親睦ゴルフ実行委員会  

 
職業奉仕委員会 

 

 



 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

☆定例理事会開催のお知らせ 

☆下期会費納入のお願い 

☆インターシティミーティング出席のお願い 

☆地区大会のご案内と出欠表提出のお願い 
 

☆例会変更・休会のお知らせ 
 

 

 

  会 務 報 告 

１月１４日 合計   ３３,０００円 (^_^) 
同 日 現 在 合 計  ５７３,０１１円 (^_^) 

    
                              

あ

あ

あ

あ

あ          

 
Ｓ ・ Ａ ・ Ａ 

卓話講師 柴田嘉和様 卓話謝礼をニコニコ箱に頂戴しました。 

上田 宰君  柴田様ようこそお越し下さいました。本日の卓話よろしくお願いします。 

田中洋一君  満永さんようこそ！ロータリーライフを楽しんで下さい。 

前田健吾君  柴田さん本日はよろしくお願いします。満永さんようこそ。 

津田穎彦君  大丸初例会、本年もよろしく。職業奉仕委員長さん本日は卓話よろしく。 

成川禎道君  柴田嘉和さま本日は卓話よろしくお願いします。満永淳子さんの入会を歓迎します。 

川添廣志君  柴田様ようこそ。卓話を楽しみにしています。 

浦田秀徳君  柴田様ようこそ。卓話を楽しみにしています。 

有村康博君  柴田様、本日の卓話で勉強します。 

西中義桂君  柴田様、本日の卓話よろしくお願いします。 

吉田知子君  満永様、太宰府ロータリークラブへご入会頂きありがとうございました。 

牧田 隆君  満永さんご入会おめでとうございます。柴田様、本日の卓話宜しくお願いします。 

本橋利勝君  柴田様、本日は宜しくお願い致します。又、温泉をご一緒して頂き有難うございまし 

た。満永さんご入会お目出とうございます。クラブライフをお楽しみ下さい。 

新田光之助君 皆さん、昨年より多くの応援、ご支援を戴き、有難うございました。武宮さん、阿部 

さん、お世話になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡本ゆかり君 先日は親睦ゴルフコンペお疲れ様でした。寒い中、スコアのいい方、そうでもない方 

       それぞれでしたが、楽しい１日でした。 

今村次美君  朝３時に春日出発、４時太宰府天満宮、４時４５分かまど神社、７時宝満山の日の出 

       大丸別荘１０時３０分着。４１５５６歩の例会出席です。 

井上孫紹君  遅くなりましたが明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。 

時札正文君  今日も良い天気になりました。遅くなりましたが皆様新年あけましておめでとうござ 

       います。本年も宜しくお願い致します。 

武宮兼敏君  馬場さん先日はお世話になりました。 

安東俊夫君  早退します。申し訳ありません。 

長井士郎君  バッチ忘れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１月のお誕生日 

 新田光之助君 下成正一君 今村次美君 

時札正文君  中西孝昌君 白水 剛君 
    お誕生日おめでとうございます！ 
 

 

 
誕 生 会 

 
 

「職業奉仕について」 
 

２７００地区職業奉仕委員  

柴田嘉和様 
 

 

 

 
  卓 話 （職業奉仕） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「生きる」ということ 

  

 

この世に命を与えられ、そして与えられた環境の中で、ひたすら生きるものは 

美しい。 ある作家の本の中に、次の感想文がありましたのでご紹介します。 

 「オーストラリアのエアーズロックは、高さ三百四十八メートル、周囲九・四キ

ロの巨大な一枚岩でできており、朝に夕に色合いを変える神秘的な景観であるこ

とは広く知られている。 

 十年以上も前になる。このエアーズロックに登った。そのとき受けた鮮烈な印象

が、今も胸の奥に焼き付いている。 

 岩につけられた目印を辿って登る途中だった。ふと見ると傍らに小さな花が一

輪咲いていたのである。とても美しかった。なんという花なのかは知らない。 

種が鳥に運ばれたものか、風に運ばれてきたものか、僅か二、三ミリの岩の割れ目

から細い茎を懸命に伸ばし、小さな花弁を精一杯広げていた。 

 あたりは乾燥地帯で空気は乾ききっている。カンカン照りの日差しが容赦なく

降り注ぐ。そして岩の地肌。植物の生育にこれ以上の悪環境はあるまい。たとえ小

さくとも細くとも、そこに花がさいていること自体が奇跡的である。 

 

 もっといい環境で、肥沃な土壌に根を下ろし、湿り気をたっぷり吸収して育ちた

かった、この花はそんなふうに思ったことがあるだろうか、と考えた。 

だが、花は答えてくれない。環境がよかろうが悪かろうが、与えられた条件を最大

限に生かし、ただただ懸命に茎を伸ばし、精一杯に花弁を咲かせて、自分にあたえ

られた命をひたすら謳歌していた。 

 

 与えられた環境の中で、ひたすら生きるものは美しい。私は命の本質に触れた 

気がして、こみあげる感動にしばし我を忘れた。」 

 人間も、どんな逆境にあってもこの花のように生きる気概を持ちたいものです。 

人の一生は悲喜こもごも。咲く花もあれば散る花もある。どうせ一度の命であれ

ば、人に喜ばれる咲き方を。また、悔いのない散りかたをしたいものです。 

 

 

太宰府ロータリークラブ会員 成川禎道 

     


